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北
海
道
は
、
土
地
、
水
源
地
に
恵
ま
れ
て
い
る
な
ど
、
我
が
国
に
お
い
て
最
も
発
展
の
可
能
性
に
富
ん
だ
地
域

で
あ
り
、
今
後
、
開
発
の
伸
展
に
伴
つ
て
輸
送
需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
広
大
な
面
積
を
も
つ
積
雪
寒
冷
地
帯

や
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
の
結
氷
な
ど
他
府
県
と
異
な
る
北
海
道
の
厳
し
い
自
然
条
件
か
ら
も
、
公
共
輸
送
の
基
幹
を

な
す
国
鉄
の
果
た
す
役
割
は
、
将
来
と
も
大
き
く
そ
の
整
備
強
化
が
必
要
で
あ
る
。 

し
か
し
、
政
府
は
「
日
本
国
有
鉄
道
経
営
再
建
促
進
特
別
措
置
法
案
」
を
今
国
会
に
提
出
し
、
こ
の
な
か
で
輸
送

需
要
の
少
な
い
地
方
交
通
線
を
バ
ス
輸
送
等
へ
転
換
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
鉄
道
網
の
過
半
を
地
方
交
通
線

が
占
め
て
い
る
北
海
道
の
実
態
か
ら
、
北
海
道
諸
地
域
の
住
民
生
活
や
産
業
経
済
活
動
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
る

と
と
も
に
、
地
方
に
過
大
な
負
担
と
な
る
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
る
。 

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
北
海
道
に
お
け
る
国
鉄
地
方
交
通
線
に
関
連
し
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

北
海
道
に
お
け
る
国
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方
交
通
線
対
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に
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す
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主
意
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三 

国
鉄
経
営
の
悪
化
は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
伸
展
や
航
空
機
の
出
現
に
よ
る
独
占
的
地
位
の
低
下
な
ど

の
外
的
要
因
も
あ
る
が
、
労
使
紛
争
に
よ
る
利
用
者
の
国
鉄
離
れ
等
内
部
要
因
に
負
う
と
こ
ろ
も
大
き
い
。 

一 
今
回
の
国
鉄
地
方
交
通
線
対
策
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
地
方
自
治
体
に
何
ら
の
相
談
も
な
く
、
一
方
的

に
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
地
元
は
混
乱
し
、
政
府
に
対
す
る
不
信
感
は
根
強
い
が
、
政
府
は
こ
れ
を
ど

の
よ
う
に
収
拾
す
る
考
え
か
。 

二 

国
鉄
経
営
の
健
全
化
は
、
国
鉄
自
身
に
よ
る
経
営
改
善
努
力
が
基
本
で
あ
り
、
経
営
改
善
の
実
績
を
あ
げ
た

う
え
で
地
方
交
通
線
対
策
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。 

今
回
の
地
方
交
通
線
対
策
や
職
員
三
十
五
万
人
体
制
に
つ
い
て
、
国
鉄
労
使
相
互
の
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ

て
い
る
の
か
。 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
国
鉄
経
営
努
力
の
実
績
と
、
民
間
鉄
道
事
業
者
並
み
の
サ
ー
ビ
ス
と
経
営
が
で
き
な
い

理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

四 
北
海
道
に
お
い
て
は
石
炭
、
木
材
、
農
水
産
物
な
ど
の
生
産
量
が
増
大
し
、
ま
た
、
定
住
人
口
、
観
光
客
入

込
み
の
増
加
等
に
よ
る
旅
客
需
要
が
大
き
く
見
込
ま
れ
る
の
で
、
国
鉄
輸
送
力
を
増
強
す
る
必
要
が
あ
る
。 

五 

輸
送
需
要
の
少
な
い
線
区
の
バ
ス
輸
送
転
換
に
よ
り
、
鉄
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
分
断
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で

も
地
域
の
効
率
的
な
輸
送
の
確
保
は
で
き
る
の
か
。 

六 

今
回
の
再
建
法
案
に
は
、
諸
々
の
問
題
が
あ
る
。 

七 

バ
ス
輸
送
転
換
を
決
定
後
、
特
定
地
方
交
通
線
対
策
協
議
会
で
、
転
換
後
の
代
替
交
通
機
関
を
協
議
し
、
二 

し
か
し
、
今
回
の
地
方
交
通
線
対
策
は
、
こ
れ
ら
の
地
方
定
住
構
想
な
ど
地
域
開
発
計
画
と
の
整
合
性
が
と

れ
て
い
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。 

地
方
交
通
線
の
基
準
を
定
め
る
政
令
に
は
、
北
海
道
の
自
然
的
・
社
会
経
済
的
条
件
を
考
慮
し
た
特
例
を
盛

り
込
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

そ
の
一
つ
は
、
全
国
一
律
の
基
準
で
地
方
交
通
線
を
廃
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

五 

 



 

九 

今
回
の
地
方
交
通
線
対
策
の
対
象
と
な
る
線
区
は
、
本
来
公
共
的
助
成
が
必
要
な
線
区
で
あ
り
、
何
ら
か
の

措
置
な
し
に
は
転
換
の
引
受
け
手
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

八 

地
方
交
通
線
に
高
い
特
別
運
賃
を
課
し
、
地
域
に
差
別
を
つ
け
よ
う
と
す
る
が
、
地
方
交
通
線
は
、
一
般
に

大
量
交
通
機
関
と
し
て
独
占
的
な
地
位
を
も
つ
て
お
り
、
特
別
運
賃
制
の
導
入
に
よ
り
独
占
価
格
を
形
成
す
る

こ
と
と
な
り
、
再
建
法
案
の
主
旨
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。 

年
間
で
結
論
が
で
な
い
と
き
は
、
国
鉄
バ
ス
に
転
換
す
る
と
い
う
手
続
は
、
一
方
的
強
制
的
で
あ
り
、
地
方
の

反
対
も
特
に
こ
の
点
が
強
く
、
地
方
軽
視
の
あ
ら
わ
れ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

ま
た
、
低
質
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
に
割
高
な
運
賃
と
い
う
結
果
に
な
り
、
経
済
原
則
に
反
す
る
と
思
う
が
ど
う

か
。 こ

の
見
切
り
発
車
的
行
為
を
や
め
る
考
え
は
な
い
の
か
。 

助
成
期
間
を
五
年
と
し
て
い
る
理
由
は
何
か
。 

六 

 



 

十
二 

今
後
、
石
油
事
情
が
一
層
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
従
つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
高
く
、
環 

十
一 

幹
線
・
地
方
交
通
線
の
区
分
を
輸
送
密
度
八
千
人
で
区
分
し
て
い
る
が
、
八
千
人
未
満
の
地
方
鉄
道
で
も

黒
字
を
出
し
て
い
る
経
営
体
も
多
い
。 

十 

国
鉄
は
市
町
村
長
に
対
し
、
貨
物
駅
の
集
約
化
や
営
業
近
代
化
の
計
画
実
行
の
際
、
駅
舎
の
整
備
等
多
く
を

約
束
し
て
い
る
が
、
地
方
交
通
線
対
策
が
実
施
さ
れ
る
と
そ
の
約
束
は
履
行
で
き
な
く
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
点

に
つ
い
て
市
町
村
の
不
満
不
信
は
高
ま
つ
て
い
る
実
状
で
あ
る
。 

地
元
の
理
解
と
協
力
な
し
に
、
強
制
的
な
地
方
交
通
線
の
廃
止
は
不
可
能
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

な
ぜ
八
千
人
で
区
切
る
の
か
、
そ
の
根
拠
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

ま
た
、
同
様
に
四
千
人
、
二
千
人
に
つ
い
て
も
そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ま
た
、
五
年
後
の
赤
字
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
措
置
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

七 

 



 

 

八 

境
保
全
、
交
通
安
全
な
ど
の
面
か
ら
も
、
他
の
輸
送
機
関
よ
り
優
れ
て
い
る
鉄
道
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
う
が
ど
う
か
。 

ま
た
、
最
近
、
鉄
道
の
貨
物
輸
送
が
増
加
し
て
き
て
い
る
理
由
と
今
後
の
見
通
し
を
ど
う
予
想
し
て
い
る
の

か
。
更
に
、
地
方
交
通
線
の
多
く
を
道
路
交
通
に
転
換
し
た
場
合
、
燃
料
の
確
保
、
道
路
管
理
、
交
通
事
故
等

関
連
す
る
問
題
を
関
係
省
庁
間
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
整
理
す
る
の
か
。 

十
三 

我
が
国
の
総
合
交
通
体
系
と
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
総
合
的
交
通
政
策
を
早
急
に
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
こ
の
な
か
で
鉄
道
の
位
置
づ
け
を
総
合
交
通
政
策
と
の
関
連
で
具
体
的
に
示
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


